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藤代高等学校進路指導部

夏休みを迎えました。この夏は，幅広くできるだけ多くの大学のオープンキャンパスに参加しましょう。大学をよく理解し，
自分の目標とする大学をしっかり定めて，自分の進路実現のための努力をしてください。３年生にとって夏休みは勝負どこ

ろです。自分にとって学習に専念できる学習環境と学習習慣をつくり，学習時間を確保してください。充実した夏休みにな
ることを期待しています。

１ 『進路要覧‘１７』

今年版の『進路要覧』が出来上がりました。掲載内容は，各種入試についての説明，３月に卒業した先輩の進路状況・

入試結果・合格体験記・受験報告書，出願までの校内手続き，看護医療系，専門学校，就職，公務員など以下の通りです。

進路要覧目次
１ 進路状況 ５ 看護・医療系を目指す人たちへ
（１）卒業時の進路状況推移 第１回生～第４１回生 （１）チーム医療に携わる職種を知ろう
（２）第４２回生（平成２９年３月卒業）進路状況 （２）看護・医療系の仕事について
（３）進路希望状況 （３）看護・医療系の入試環境
２ 進路希望をかなえるために ６ 専門学校について
（１）進路実現までのロードマップ （１）専門学校について
（２）学習方法と学習習慣の確立 （２）認可校と「無認可校」
（３）志望校の選定 （３）「専門士」と「高度専門士」
（４）オープンキャンパスへの参加 （４）専門学校の８つの分野
（５）大学入試について （５）専門学校選択時の注意点
（６）大学入試センター試験 （６）資格・検定について
（７）国公立大学一般入学試験 （７）専門学校の入試について
（８）私立大学一般入学試験 ７ 就職について
（９）推薦・ＡＯ入学試験 （１）民間企業就職の流れ
（10）推薦入試校内規定 （２）求人票の閲覧
（11）指定校推薦一覧（前年度の主な大学） （３）藤代高校への求人
（12）英語外部検定試験を利用する入試 （４）過去２年間の実績
（13）進学のための経済学 ８ 公務員について
３ 入試結果 （１）公務員採用試験の流れ
（１）過去５カ年 大学別 合格者数（実人数） （２）高校生が受験できる公務員試験の種類と日程
（２）平成２９年度 第４２回生入試結果（延べ人数） （３）茨城県内の市役所・町役場などについて
①学部・学科別 合格者数一覧 （４）採用試験の内容
②入試方式別 合否結果 （５）公務員と民間企業の併願について
③補欠・追加合格について （６）藤代高校過去４年間の就職実績
④一般入試 １人あたりの受験校数 （７）公務員試験日程（平成２９年度）

４ 入試の流れ・校内での手続き （８）作文試験過去の例
（１）３年夏以降の進路の大まかな流れ （９）過去の試験倍率一覧
（２）一般入試の場合 ９ 合格体験記
（３）公募制推薦入試の場合 10 受験報告書
（４）指定校制推薦入試の場合
（５）ＡＯ入試・自己推薦入試の場合
（６）校内手続きで必要な書類（見本）
（７）募集要項（願書）について
（８）調査書・推薦書等の進学用証明書発行について
（９）８月以降の模擬試験受験とセンター試験受験について

在校生に『進路要覧』とともにぜひ活用してもらいたいのが，先日全員に配布した『進研模試 合格ライン201７』です。

この冊子に掲載されているのは，この春の各大学の合格者が１～３年の時点で，それぞれ各回の進研模試でどれくらい
の成績であったのか，各大学の合格者の各模試における得点・偏差値の平均を算出したものです。進研模試は全国で４０

万人が受験しており，データとして信頼できるものです。志望校に合格するには，各回の模試で何点ぐらいとればいいのか
（※偏差値よりも得点に着目），自分の「目標設定」の目安として大変有効な資料です。ぜひ活用してください。

『進研模試 合格ライン』 『進研模試 合格ライン』

３年生用 １・２年生用

６月マーク模試からセンター試験 １年７月模試から３年４月模試まで

まで各大学の学部・学科・入試方 各大学の学部・学科・入試方式別

式別に合格者の平均得点・平均偏 に合格者の平均得点・平均偏差値

差値を掲載 を掲載



２ オープンキャンパスに行こう

いろいろな機会に夏休みにはオープンキャンパスに参加するように言われていると思いますが，なぜオープン

キャンパスに行かなければならないかというと，以下の３点のためだと私は考えています。

（１）志望理由をみつけるため

２０１８年度入試より茨城大学教育学部の二次試験に面接が追加されることになりましたが，その他にも国

公立大学では公募推薦や後期試験，私立大学でもＡＯ・推薦入試などでは，面接・小論文・志望理由書など

の様々な形を通して志望理由を尋ねられます。さらに言えば「同じような学部を持つ大学がたくさんある中

で，なぜ他大学でなく，ほかならぬ□□大学なのか」という質問に対して具体的に答えらえなければなりま

せん。その時，環境が・・・とか，設備が・・・とか，少人数制だから・・・などと，パンフレットやウェ

ブサイトに書いてあるような陳腐なことを答えたらアウトです。そこで「オープンキャンパスで〇〇先生の

模擬授業を聞いて△△の話に感動したので，〇〇先生の下で～について研究したい」と答えたらどうでしょ

う。〇〇先生はその大学にしか存在しないので，ほかならぬ□□大学でなければならない，またとない理由

になります。

オープンキャンパスでは空欄を埋められるように，よく話を聞いておきましょう。

（２）入試当日の下見のため

入試の直前になって下見をする人がいますが，直前は時間がもったいないし，真冬の厳寒期に行き，受験前

の大事な時期に風邪でもひいたら大変です。今のうちに行って経路をチェックし，所要時間，忘れ物をした

時に途中で買物ができる場所や学内での校舎の配置などを確認しておこう。

（３）大学がチェックしているから

本校で５月に実施した国公立大学説明会のなかで，ある講師の先生が有益な特選情報を語ってくれましたね。

それは「大学は自分の大学に入学したいという希望の強い生徒に是非とも入学してもらいたいので，何回大

学に来たか，全部記録している。何度も大学に来てくれている生徒には，なんとか合格してもらえるように

入試の時にあれこれ工夫する」ということでした。もしかするとオープンキャンパスは，あなたにとっての

大学合格への優先チケットのようなものになるかもしれません。

また，そのほか以下の通り学年別のポイントがありますので，志望大学には何回でも足を運んでください。

【１年生・文理選択のために】

文系，理系の選択をする前に，それぞれの学問の中味をオープンキャンパスを通じて体験してみましょう。

あなたの進路を，定期考査や模試の成績だけで決めて後悔しないために。また，大学に行くかどうかもまだ

未定という人は，大学がどんなところか自分で一度体験してみてください。

【２年生・第１志望校を決めるために】

それぞれの学部・学科がどんな将来に繋がっているのか，オープンキャンパスを通じて調べてみましょう。

学部・学科によって中味は色々です。推薦入試やＡＯ入試で進学する場合，実はもう受験本番まであまり時

間がありません。２年生のうちに具体的な目標を定めよう。

【３年生・受験校を決めるために】

第１希望校以外にも併願校として受験を考えている大学は，この夏休みのうちに必ず見ておきましょう。入

学した後で「こんなはずじゃなかった」と後悔することがないように！「去年行ったから今年はもういいで

す」という人もいますが，たった１日でその大学のすべてが分かる訳ではありません。特に推薦入試やＡＯ

入試で受験する人にとっては，その大学が自分に合っているかどうかはとても大事です。また，入試の面接

試験ではオープンキャンパスについての質問がよくされています。オープンキャンパスに「何度も参加して

いる」というのは，その大学に「ぜひ入学したい」という強いアピールにもなります。



☆オープンキャンパスのチェック項目

アクセス 交通手段，所要時間，交通費（定期代），コンビニ・文具店等

授業 学科・コースの研究内容とカリキュラム（自分の興味ある学問か？）
研究内容 授業の形態（大人数の授業が中心か少人数の授業が中心か？）

（講義形式の授業が中心か実習形式の授業が中心か？）
（ゼミの実施時期は？）

資格・就職 取得できる資格（無理なく取得できるのか？ 取得率・合格率は？）
就職と大学院進学の実績（就職率・進学率は？ サポートの態勢は？）
インターンシップ・留学制度
※合格率・就職率等は何の人数を分母にしているかに注意

施設 図書館，研究室，実験室，学食，売店，キャンパスの広さ

雰囲気 学生・職員の印象，キャンパスの雰囲気，大学周辺の環境
男女の割合，クラブ・サークル活動

学費 入学時に納付する費用，４年間の総費用，奨学金制度

入試 入試方式，出題科目，入試スケジュール，出題傾向

３ 第一志望をあきらめずに勉強しよう

（１）今，３割しか得点できなくても
右表は河合塾の資料です。国公立大学に合格し

た人が３年生の模試で，最低どのくらい点数をと

っていたかがわかります。茨城大レベルでは５月
時点でなんと３１％しか得点していない人が合格

していることになります（ 部分）。５月は現

役生はまだ部活引退前です。みんなこんなもんで
す。模試の判定が悪くても挫けず，あきらめずに

第一志望目指して勉強した人が合格するのです。

（２）夏休みの勉強時間

部活を引退した人は，引退したその日から勉強
を始めましょう。３月に実施した，先輩の合格体

験談を聞く会での話によると夏休みは全員最低で

も１０時間，平均して１３時間は勉強していまし
た。受験は団体戦です。仲間が頑張っている姿を
見れば自分も頑張れます。課外や蒼藤館を積極的に利用して，一緒に勉強しましょう。

（３）焦らないこと－実力はついています

表をみると５月模試で３１％しか得点できなかった人が勉強を始めたからといって，８月模試に成績が急上昇

するかといったら上がりません。得点率３５％と４％しか点数は伸びません。１０月になっても３９％です。
そりゃそうですって。そんなに勉強は甘くはありません。しかし，この時期に自分を信じてコツコツ勉強した

人は（勉強した箇所だけが模試で出題されるわけではないので）得点には結びついていなくても，確実に実力は
ついているのです。さらに見てみると１２月の模試の時点でもまだ４１％です。得点が伸びないのは学力がもっ
と高い層でも同じです。どのレベルの大学の受験生を見ても，逆転合格した生徒の５月→８月→１０月の模試の

結果はほとんど上昇していないことが表から見てとれます。

（４）Ｄ判定は「大丈夫のＤ」

それでも第一志望をあきらめずに自分を信じて勉強した人は年が明けて（つまり年明けに試験範囲の勉強が一
通り終わって）から急激に成績が伸びて，センター試験本番で７０％以上得点して見事に合格を勝ち取ります。

「Ｄ判定は『大丈夫のＤ』」…これは，ある卒業生がいつも唱えていた言葉です。その生徒はこの言葉を都内

有名大学に通っているお兄さんから教わったそうです。東京大学に合格した現役生も大半はＤ判定だといいます。
藤高生のみなさんも最後まで第一志望をあきらめることなく頑張りましょう。先生方はいつでも応援しています。



４ 平成３０年度入試の小論文トレンド

（１）トレンドは「グローバル社会」と「ＡＩ」

すでにＡＯ入試が始まっている生徒もいれば，夏休み明けに推薦入試を

検討している生徒もいると思います。そこで欠かせないのが小論文と志望
理由書です。学研の資料から小論文のトレンドを見てみましょう。今年の

トレンドはなんと言っても「グローバル社会」と「ＡＩ」です。

（２）バラ色の「グローバル社会」？

みなさんは「グローバル社会」という言葉からどんなことをイメージし

ますか？卒業生に質問したところ，みんなグローバルを好ましく思ってい
るようで，「国際化」「世界がつながる」「世界が一つになる」「チャン

スが増える」「日本的な団体主義から個人の能力が生かされる社会へ」などという答が返ってきました。

しかし，良いイメージをを思い浮かべた人は小論文的には大間違いです。グローバル化とは「世界規模の激し
い競争原理が展開された格差社会」に巻き込まれることです。世界が一つになると言うよりはむしろ，社会がさ

まざまな格差により分断されるイメージです。したがってグローバル化を論じる時は，教育格差・健康格差・地
域格差・世代間格差などに対して問題意識をもたなければなりません。

（３）ＡＩは人類の敵or味方？
右図にあるように筑波大学をはじめ，多くの大学で出題された人気テ

ーマのＡＩですが，これも生徒にイメージを聞いてみると以下の２つが

主流になります。
①「ＡＩがどんどん進化して人間の仕事が奪われ，最後には人類は機

械に支配されてしまう」といった「マトリックス」とか「ターミネ

ーター」のようなハリウッドＳＦ大作映画型悲観論。
②「ほとんどの仕事を機械がやってくれるようになるので，人間は働

かなくて済むようになる」といった，かなり虫のいい，のび太の白

昼夢のようなドラえもん型楽観論。
どちらも極端過ぎるでしょう。私たちはこの両極端に陥らず，事態を

冷静に見つめる必要があります。なるほど現在は，ＡＩが自ら学習する

ようになり，プロ棋士がコンピュータに負けてしまう時代です。今後は様々な職業がロボットに置き換わってし
まうという予測もあります。ＡＩを恐れるのはもっともです。ただ言えることは，少子高齢化が進む日本は労働

力確保のため，こうしたスマートマシンの導入が避けられないというジレンマがあることです。するとＡＩロボ
ットの活用が人間の雇用にどう影響するか，どうロボットと共存していくのかという事が基本テーマとなること

がわかります。そこからどのような仕事，どのような人が生き残るかという新しい格差問題が生まれてきます。

このことに対して問題意識を持つことが大切です。

（４）２００１年以降で，１番の流行語は「格差社会」

ということで，「グローバル社会」も「ＡＩ」もつきつめると「格差社会」が問題になっているということが
わかります。日本の貧困率は過去最悪であり，また米国でトランプ大統領が誕生したのもアメリカ国内の格差が

深刻化しているからであります。２００１年以降（生徒のみなさんが生まれて以降と言ってもいいでしょう）の

歴代流行語大賞の１位もまた「格差社会」だそうです。当然，「格差社会」そのものを出題している大学も神戸
大学や埼玉大学をはじめとして多数あります。

（５）いい志望理由書とは
入試を控えた３年生だけでなく，２年生も冬には志望理由書を書く

ことになります。なぜ大学が志望理由を聞くのかということを考えて
みてください。単純に学力が高い生徒が欲しいのなら，入試の得点が

高い順に自動的に合格させればよいのです。にもかかわらずわざわざ

面接なり，小論文なり志望理由書を課すということは理由があるはず
です。大学は学力が高くても「大学に入ったら遊んでやるぞ」と考え

ている生徒よりも，在学中ずっと熱心に勉強してくれる生徒や将来大

成して出身大学の名を高めてくれる生徒が欲しいのです。
ということは，

①将来こういうことをして社会に貢献したいという卒業後の目標

②そのために大学でどんなことを学びたいのかという入学の目的
③そのことを考えるようになったきっかけ

がしっかりと言える生徒が合格するということです。パンフレットの丸写しが駄目な理由がわかりますよね。


